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ェ ， はじめに 

欧米では，大学院生や ポスドク の若手研究者を 企業に派遣して ，学位論文の 作成のための 研究や若手 

のキャリアの 最初の段階で 企業との交流の 機会を提供する 制度が創設されている。 学位論文の作成に 際して 学 

生の指導は，企業の 研究者や大学の 教員が連携して 進めている。 特に欧州では 国が積極的に 支援している。 代 

表 的な制度ほ，イギリスの C 

丁ず a れ s ざ e ぎ Pa ず t Ⅱ ers ゆ ), フランスの C (CO 皿托 ぬも ェ 0 奴 I ぬ SMSt オ IeIte  面 尹 0 丁 鰍 atlo れ 

であ る。 ちなみに米国には ， 

度 があ る。 

本稿はフランスの C の事例研究であ る。 日本でも博士号取得者を 育成するために。 文部科学 省が，平 

成王 7 年度より 「派遣型高度人材育成協同プランコ とい j 支援制度を実施している。 日本でさらなる 普及を進 

めるためにも。 フランスの CI E は成功している 1 っ の事例として 大変に参考になると 考えられる。 

2 。 CIF 涛 酎の概要 

CIFRE は。 博士課程大学院生 ( 以下本稿では CIFRF 学生とい刃が 企業での研究活動をべ ー スに，博士号を 取 

得することを 支援 リーる フランスの制度であ る。 CIF は す 9 ぬ 年に開始 c,@ ね 。 これまで 13, ㈱ 0 人の C 持網学生 

が 参加し。 鍵 05 年度 は 1, 1 0 人が新たに参加した。 CT 皿 R は ， 下白 ssoc ぬ ㎡ on  Na 目 ona ぇ e  良 ㍑ Rec 

胚 Ch ㎡ 叩 めを通じて行われ。 その支援期間は ， CTF 学生 t 人に対して 3 年間であ る。 N 螺 T は ㈹ 53 年に設立 

された Na も油田 l Asso 抗議 i 。 n であ り， 1 ㏄以上の企業や 研究機関，大学，バランゼコール ，学会が会員とな 

っている。 

3 。 CTFRR(D 内容 

3 一 1  契約形態 

CTF 旺 の契約は，企業と CTFRR 学生間の雇用契約，企業と 大学。 研究機関間の 研究契約， 

するための MHT と企業の契約の 3 種類存在する。 

最初は企業と ClFRE 学生間の雇用契約であ る。 雇用期間は 3 年で，企業は 給与として最低 20,2% ュ一口 支 

払 う ことが CIFRE の支援の条件であ る。 企業 は ， CTFRH 学生への給与の 他に， 約 1 万 ユーロの税金等を 国に支 

払 う ことから，企業の 負担は CIFRE 学生 A 人 当たり約 3 万ユーロとなる。 企業側は原則 1 して CIFRE 学生を解 

雇 することはできない。 学生の発明に 関しては，雇用契約で 規定されることになる。 A ずが 2005 年に㏄ 7 人 

の CIFRE 学生に行ったアンケート ( 以下 CIF も調査という ) によると， C 暉も学生の最初の 給与の平均はぬ ， 300 

ュ 一口であ り， 3 年後で 26,200 ュ 一口になる。 また。 大企業の CIFRE 学生の給与の 平均は 2R,i ㏄ュ一口であ 

り， 中小企業では 22,7 ㈹ュ一口であ る。 

  



次に企業と大学。 研 関 との間で研究契約が 締結される。 ここでは， cTF E 学生の研究活動の 条件として， 

企業と大学等での 活動時間，研究テーマ ， 完成果の発表。 公開，知的財産や 秘密保持の取り 扱い，施設や / 

ウハウへのアクセス 等について記載する。 ㏄ FRE 学生が研究成果を 発表する場合には ，企業に予め 確認を取る 

ことが求められる。 また，大学。 研究機関の教員や 研究者も CTFRE 学生の指導などに 関与することから。 指導 

する大学等の 専門家の活動内容，それに 対する企業の 負担も契約に 記載される。 なお，活動場所とその 時間に 

9 の制度上特別な 規定はなく，また 契約に記載された 内容も実態を 反映していないことが 多い。 

前述の CTFRF 調査によると ，学生は時間の 52.7% を企業での活動に 当てていたという 結果が出ている。 

こうした条件を 経て ，曲 Ⅲは企業を支援することになる。 と 企業との契約により。 ANRT から企業へ 毎 

年 CTFRE  学生 2 人当たり 璃 ， f63h ュ 一口支払うことになる。 

  

  

⑪ 

図 CIFRE における参加者の 契約関係 

3 一 2  選考方法 

CTF 冊のプロジェクトの 応募は 2 年間，何時でも 可能であ る。 最初に申請書を A T に送り，審査 は 通常は 

ニ ケ月で決定される。 審査は地域ごとに 行われる " この審査は，通常数名の 専門家 ( 大学や産業界の 関係者も 

参加 ) にょり行われる。 研究内容については ，大学の研究者が 担当し，科学的な 観点から評価する。 

企業に対する 審査については ， CTFRR 学生に対して 3 年間の給与と 研究活動 の 支払い能力， CTFRR 学生に 

対する指導能力，研究施設や 設備が整備されているかなどがポイントとなる。 中小企業も参加を 希望するが問 

題も多い。 例えば， ClF 賊 学生に給与を 支払い続けることが 可能か。 研究費を拠出できるか ，学生を指導でき 

る研究者がいるか ， CTFRR 学生が研究に 専念できるかなどであ る。 中小企業においては。 研究以外の様々な 業 

務を CTFRK 学生にやらせる 懸念もあ ることから，博士論文作成のための 研究が行える 環境かほついては 問 

なる。 

俺 。 CI 田 E の現状 

  



と 。 M7 人の対象 の内 520 人がフランス 本土出身 ， 44 人がアフリカ。 中東出 

人 が他のヨーロッパ。 8 ノ " が アジア出身で った 。 また CIFRE 学生の平均年齢は 為 歳 であ った。 こ 

C 主 FRE 学生㈹。 0 ㈹人の約 3 分の 1 が女性であ る。 

専門分野は駿 琳 が工学系 " 毬弘が 人文。 社会系， 比琳が ライフサイエンス 系となっている。 なお別の調 

綴 年の創設以 莱 2004 年までの CIFHE 学生の専門分野は ，科学。 工学系が 穏援 。 材料科学 計が 

            ライフサイェンス 系が㈹ %, 人文。 社会系がじ % となっている " 

み一 2  研究テーマと CIFRE 学生の決定の 現状 

CTFRK 調査によると ，工学系では 企業が。 ライフサイエンス 系でほ企業と 学生が共同で ，社会。 人文系でほ 

学生がテーマを 提 する。 企業側，学生 が テーマを提案したとしても。 両者で 議の上でテーマを 

決定することになる。 学生の選定は ，企業が 戟琳 ，大学が㌶ ち " 企業と大学が 共同で選定するのが 瞬 % とな 

っている。 

4 一 3  就 

  学生の閥 渉 が企業に就職し ( 輔 %(D 鎮 FKR 学生が同じ企業に。 3 ちが別の企業に 就職 ), 賎 % が 公的 

研究機関 肛 就職している。 ちなみに CIFRE 学生以覚の学生では ， 驚 % が 公的研究 

公的機関，毬花 が 民間の研究開発部門 " 餌 % 。 がその他の民間部門となっている。 このことからも CTFRF 学生の 

進路の特徴が 現れている。 

担一 4  研究成果 

企業側の絨 拷が 産業に関する 成果を挙げることができたと 答えているけ ウ ハタ 鰯琳 。 新製品㍗ 払 ， 新プ 

        特許 湘 ㍉，プロトタイプが %L 。 その一方で。 瑠 ㍉の企業が直接産業に 関する成果を 上げ 

ができなかったと                                           その場合でも ，次の研究にっなげることができる 成果は挙げられたとする 企 

業 が多い。 ちなみに CI]FR ビ 写生 -- 入 当たり， i 件の特許があ る。 

5 。 企業の㎝ ぎ To                                                         

軍事，宇宙， ご 等を主な事業領域とする T 社では，これまで 220 名の大学院 十課程学生が 活動しており 
  

その内艶名が C! が糞 ぉ学生であ る。 同社でぽ CT ダ RK は 大変効果的な 産学連携の制度と 考えでいる。 その理由は， 

優秀な学生が 3 年間研究活動に 参加し，しかも 企業が負担する 額が C エ FRE 学生 コ人 当たり 3 万 ヱ 一ロ と 安いご 

とであ る。 まだ， CiFRE は 応募から採択までの 期間は 2 ケ月と短く，申請も 簡便であ るため " 企業として活用 

しやすいという。 例えば， 瓦 U で は マリ - 。 キューゾーフェローシップと りづ 同様のプロバラムがあ るが。 選 

淀 まで工手近くがかることから 利用しにくいという 意見が聞かれた。 C 丁が RK 学生の約 恭払が 博士号取得の 後， つノ @ 

@-1-.@ C 押湖 学生の研究領域は " 博士号取得のためのテーマであ ることから基礎的な 研究であ り，企業として 実施 

することが難し。 、 領域であ る。 ベテランの研究者のチームに 参加させることで ，そのチームの 方向性を修正す 

る，研究者を 刺激する点でも 効果的と考えている。 発明の権 利は，同社と 相手大学の共有を 原則としている。 

  



研究テーマについては ，同社の事業部門等からのニーズを 参考にしながら。 博士論文としての 科学的な考慮， 

㈹午後の研究への 影響を考慮してテーマを 考える。 同社の広いネットワークを 活用して，大学と 研究者を探 

し，最終的には 協同で計画書を 作成する。 

6. さいごに 

り 段当時。 産業界で活動している 博士号取得者は 大変少なく， cIF E の目的 は 産業界での博士号 取 

得 者の採用を推進することにあ った。 しかし， CIFRE 学生にとって。 金的な面だけでなく ，企業の施設を 活 

崩 して，企業の 実用化につながる 研究を行えることや 研究者としてのキャリアパスを 拡大にっながるなど 

な 制度となっている。 このような学生の 博士論文作成，企業の 博士号取得者の 採用促進だけでなく ，大学と企 

業の人的な交流の 推進，長期的な 関係の構築においても ，効果的な制度であ り，フランス 政府は支援対象 

を 増やしてきた。 さらに 2 ㏄年から支援対象企業の 範囲が拡大され ， Addrni ㎡ stratlo ぬの 専門家を育成するた 

めに，㎝ ambe ぎ o ざ C 。 ㎜㏄㏄のような 機関も参加することが 可能となった。 

創設当初。 産業界は CIF 転学生に給与を 支払うのを 。 ，大学 は 産業界にほ 究 能力がなく博士論文の 

場所として適切でないという 反対意見があ ったが， c が 開始され成果が 出てくることで ，こうした懸念は 

解消された。 日本でも企業における 学生の指導について 懸念はあ るかもしれないが ，日本の大手企業では ， 

外から大学院レベルの 学生を直木の 研究所に受け 入 ているケースがあ り。 海外の現地研究所でほ。 その国の 

制度を活用して 大学院生を受け 入れているところもあ る。 既に経験のあ る企業と大学が 連携して指導にあ 走る 

ことで， こうした懸念は 宰消 できると思わ 

また。 学生を支援する 方法として給与を 支払う場合に ，企業が学生に 直接給与 ( 用 ) を 支給するか，また 

は 研究費として 大学に支払い 大学から学生に 支払うとい @9 方法があ る " 学生と企業が 雇用関係を結べるか。 も 

し雇用関係を 結ぶ場合に大学として 関与できるか ，政府として 支援 ( 従業員の人件費の 一部 ) できるか。 特に， 

大学院生の場合には 育の - 環 ということで ，給与を支払うような 人材育成プロバラムを 大学として推進する 

ことが可能かどうか。 受け入れ 先 企業の入 材 育成や研究能力をどのように 評価するかなどの 点を検討する 必要 

があ る。 

日本では政府が ，博士号取得者の 増加に向けた 推進策を推し 進めてきた。 多くの博士号取得者は 大学や研究 

機関に採用できる 人数には限度があ ることから産業界での 活動が博士号取得者にとって 必要となる。 単に博士 

看取得のための 活動を支援するのではなく ，若手研究者のキヤリアパスの 多様化も大きな 目的として，博士課 

程 大学院生による 産学の人的な 交流を進めるべきであ る。 

  


